
  

 

 

 

 

 

 

１１月に入り、朝晩が冷え込んできました。木々の葉

も紅葉し始めています。この時期は朝晩の気温差が激し

いため風邪をひいたり、体調を崩したりしている児童が

見られます。規則正しい生活を行うこと、衣服を上手に

調節すること、さらには手洗い・うがいをすることで乗

り切ってほしいと思います。 

 

  

冬が近付くにつれて心配になるのはインフルエンザです。

インフルエンザは季節性のものでも毎年少しずつ変異して

いるため、前シーズンにかかっていても免疫力が持続しませ

ん。インフルエンザワクチンは、かかった場合の重症化防止

に有効と言われています。また、インフルエンザワクチンを

接種して２週間程度経過しないと効果が発揮されないので、流行する前に済ませる必要があります。 

   医療機関では、インフルエンザワクチンの接種が始まっています。副作用などもありますので、主治医などと

相談しながら接種することをお勧めします。 
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     お子さんの朝の

健康観察をお願い

します。 



 

 

  

 

 

皮膚は私たちの体中を被っており、外部の刺激（体に            

加わった力、病原体、紫外線など）から体を守っています。

空気が乾燥する冬は私たちの皮膚も荒れてきます。保湿ク

リームを使用することで荒れを防ぐことができます。保湿

クリームは薬局などで売られています。自分に合ったもの

を使うようにしましょう。 

  疲れ目を解消して、勉強やスポーツを頑張りましょう。 

  寒い季節も、からだ温め術で元気にすごしましょう。 
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  皮膚は体を守っています。 


